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家族のダイバーシティ
さまざまな形の「家族」の誕生と看護　　吉沢豊予子
いろいろな「母」「親」が育児をする時代　　跡上富美
親のダイバーシティと子どものダイバーシティ　　 
佐藤奈保

「老人」の急増と階層化　　目麻里子
家族とは何かを見直すこと　　沼崎一郎

【焦点】
教員を育てるプレ FD─看護教育にこそ有効なプレ FD　　佐藤浩章

【連載】
看護に恋した哲学者と読む　ベナーがわかる！腑に落ちる・7　　 
榊原哲也

ティーチング・ポートフォリオ作成講座・8　　栗田佳代子・吉田塁
Nと Eと LGBTQ・8　　浅沼智也
つくって発見！　美術解剖学の魅力・11　　阿久津裕彦

●連載『授業を良くする！　教育関連理
論』が，今回で最終回を迎えました。教
育学の最新の潮流をふまえながら，読者
である看護教員に役立つように具体的な
解説を行ってきたわけですが，筆者はも
ちろんこれらが「絶対である」などとは
思っていません。医療情報に比べれば教
育情報の刷新はそれほど急激ではないも
のの，それでも常に新しい考え方が生み
出され，現場で試みられています。今日
の最新は明日には見直されているかもし
れないのです。教員としては，今回の連
載を参考に，昔からの理論も新しい理論
も，学問的に検証しながら取り入れて
いっていただきたいと思います。●師を
敬うのと「曰く」を盲信するのとはまった
く別物です。ここにこそクリティカルシ
ンキングを活かして，さまざまなチャン
ネルから情報を取り入れながら，自らの
教育を発展させていただければ幸いで
す。 ……大野
●“当事者マウンティング”という言葉
を耳にしました。当事者が当事者である
ことを根拠に「わかる」を主張し，当事者
でないことを理由に「わからない」を突
き付ける態度を指すそうです。もちろ
ん，当事者も千差万別ですし，違和感を
もつこともあるでしょう。特に医療，教
育など公共に近いサービスであれば，そ
の傾向も強まるかもしれません。「合理
的配慮」を重く感じている先生も多くい
らっしゃると思います。●しかしそれで
も，支援と理解を考えるうえでは，当事
者のお声が何よりも重要だと感じまし
た。特集記事で高橋先生も仰っているよ
うに，それは正しい／誤りという次元で
はなく，当事者がとらえている「看護」や
「教育」からしか，支援は考えられないと
思うからです。ご登場いただいた 3名
の方，本当にありがとうございました。
 ……番匠
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実習指導　虎の巻

統合実習は 
“統合 ”されているか？

医療の高度化，在院日数短縮化などの医療環境の変化，実習以外の講義科
目の増加，看護系大学の急増に伴う実習施設確保の問題，教員不足のなど，
実習指導の環境が大きく変化しています。特に，大学の増加は，あまり臨
床，指導経験をつまれていない若手の教員が実習指導で学生と向き合うこ
とを意味しています。こうした若手の教員に対し，実習指導のあり方や方
法などについて，サポート体制もなかなか整っていません。そこで本特集
では，4部構成にて，さまざまな角度から，経験の浅い先生方へ，実習指
導について考えるヒントとなることをめざします。
第 1部「実習指導で大切なこと」では，指導経験豊かな先生方を中心に，実
習指導の魅力やあり方について，語っていただきます。
第 2部「ここが知りたい実習指導」では，実習指導について疑問とされる内
容に，多様なお立場の先生から，具体的な実例も交えて解決策をご提案い
ただきます。
また，実習では実習施設との協働が欠かせません。第 3部「実習施設との
協働」では，病院側の指導者の方々に，実習にあたって，教員へお伝えし
たいことをご執筆いただきます。
そして第 4部「実習指導の理解をさらに深める」では，弊社から実習指導に
ついての書籍を刊行されたばかりの先生方に，著作の意図，狙いをご解説
いただきます。
看護が，マニュアル通りにいかず臨機応変な対応が求められるように，実
習も，もちろん実習指導も，型通りにはいきません。そうしたとき，本特
集にご登場いただいた多くの先生方のお声や豊富な事例が，みなさまの実
践の支えとなることを期待しています。

第 1部　実習指導で大切なこと
■【座談会】実習指導の魅力と課題を共有し，「これから」を考
える ……………池西静江／水方智子／任和子／岡山寧子

■実習指導はおもしろい！─現場のピンチをチャンスに変
えていこう ………………………………………大池美也子

■1人ひとりの学生と向き合うために　指導案と指導記録作
成のススメ ………………………………………山口みのり
第 2部　ここが知りたい実習指導
■教員の「看護師としての役割」と「教える役割」で迷ったら 

 …………………………………………………………奥裕美
■看護過程と実践がズレていると感じたらどうすればいいか 

 ………………………………………………秋元恵子　　他
第 3部　実習施設との協働に向けて
■臨床の方は忙しそうで声がかけにくい……………正藤倫音
■教員も慣れない実習先で，技術教育が充分にできない……  

 ………………………………………………岩崎詩子　　他
第 4部　実習指導の理解をさらに深める
■「経験型実習教育」のススメ…………………………安酸史子
■『看護教育のためのパフォーマンス評価　ルーブリック作
成からカリキュラム設計へ』に込めた実習指導の極意 ……  
 ………………………………………………………糸賀暢子

■現場での体験こそ最高の教材　『実習指導を通して伝える
看護　看護師を育てるひとたちへ』で伝えたいこと ………  
 ……………………………………………………吉田みつ子

【2018年 7月号（Vol.59 No.7）】

主体性を育む「問いづくり」
【2018年 6月号（Vol.59 No.6）】

身体拘束から考える
基礎教育と臨床の関係

【2018年 5月号（Vol.59 No.5）】

授業にゲームを

【2018年 4月号（Vol.59 No.4）】

問題解決志向に疲れたら……
【2018年 3月号（Vol.59 No.3）】

私たちのストレスケア
【2018年 2月号（Vol.59 No.2）】

VRで未来を変える

2009年のカリキュラム改正で取り入れられた「統合分野」。
文字どおり専門を“統合”することを目的として設けられま
した。統合実習は，その“統合”の総括として位置づけられ
ていると思われます。
実習は，それまで座学や演習で学んできたことを，実際の
現場で体験・実施するもの。統合実習では，それら領域別
実習の体験を統合することが求められています。実際ここ
で行われている「夜間実習」や「複数受け持ち実習」は，学び
を“統合”しなくてはできないという前提で行われれている
と思われますが，果たしてそれは，本当に実習を“統合”し
たものになっているでしょうか。
本特集は，以前に比べ学生が実際に行える範囲が狭くなる
傾向にある実習を“統合”するとはどういうことかをあらた
めて考え直し，その工夫例を紹介することにより，充実し
た統合実習の実践につなげていただきたいと願って組まれ
ました。
ゼネラリストである看護師には，さまざまな“統合”力が期
待されます。統合実習を効果的に活用し，その力を育んで
いただきたいと思います。

■「統合実習」の内容と発展を振り返る …… 
……………………………………大島弓子
■統合実習で何を“統合”するか─探究を
とおして学生が学びを統合するというこ
と…………………………………水戸優子
■学生チームによる看護実践が導く統合 
……………………………………宮芝智子
■継続する看護をリアルに学ぶ「夜間実習」
で実習を統合する………………平塚厚子
■専門学校で行う，臨床現場でチームとし
て学ぶ統合実習…………………渥美美保
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